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［要約］愛媛大学教育学部では平成29年度より国立研究開発法人科学技術振興機構ジュニアドクター育成塾事業

を受託し実施している．本事業は，科学技術イノベーションを牽引する傑出した人材の育成に向けて，理数・情

報分野の学習等を通じて，高い意欲や突出した能力を有する小中学生を発掘し，さらに能力を伸長する体系的育

成プランの開発・実施を行うことを目的とした 5年間の支援事業である．令和 3年度までの 5年間の実施におい

て，令和 2年度より大きく募集方法や選抜方法，実施内容が変化した．本稿では，選抜試験の開発について報告

する．令和 2年度より，応募者が急増し，さらに新型コロナウイルス感染症の拡大によって，選抜試験の方法を

変更せざる得なかった．選抜試験の開発および実施のために評価 WGを形成し，選抜試験を，思考力を主に問うも

のと発想力と提案力を問うものの 2種類を作成した．さらに令和 4年度の選抜試験からは活動実績評価を導入し

た． 

［キーワード］ジュニアドクター育成塾，選抜試験，思考力，提案力，活動実績評価 

 
Ⅰ．はじめに 

国立研究開発法人科学技術振興機構（以下，JST）は
平成 29 年度よりジュニアドクター育成塾事業を典型

している．令和 4年度も30の機関で実施されている．

実施機関は大学，高等専門学校，特定非営利活動法人

（NPO 法人），株式会社など多様である．本事業は，

科学技術イノベーションを牽引する傑出した人材育

成に向けて，高い意欲や突出した能力を有する小中学

生を発掘し，さらに能力を伸長する体系的育成プラン

の開発・実施を目的としている．これまでも体系的育

成プランの実施内容や評価等については，本学の取り

組み（大橋 2018；向ら2021；向ら 2022），鳴門教育大

学の取り組み（早藤ら 2018，2020；胸組ら 2018），鳥

取大学の取り組み（梶井 2020），山形大学の取り組み

（栗山 2021），静岡大学の取り組み（山本 2021），琉球

大学の取り組み（福本ら2021）など多くの報告が見ら

れる．本稿では，選抜試験の実施方法について報告す

る． 
 

Ⅱ．分析の対象 

平成 29 年度～令和 4 年度までの選抜試験の方法に

ついて，これまでの業務報告書および実際に使用した

選抜試験等から基礎データを収集した． 

 
Ⅲ．分析の結果 

平成 29 年～令和元年までは，以下の内容で実施し

た． 
○思考力試験 60分 
本事業で独自に作成した，学力非依存型の思考能力

を測定する試験によって思考能力を測定． 
○実験工作力試験 80～90分 

H29：目的に合わせた傘袋ロケットの製作と試行試

験を行う能力，および他の受験者との協働性を測定． 
H30：ランダムチームでフィルムケースロケットを

より遠くまで飛ばすための方法を検討． 
R1：冷却材の製品開発をテーマとしてチームアクテ

ィビティを行った． 
○情報整理能力試験 30～40分 
実験工作力試験で学んだことを文章でまとめる能

力を測定． 
○選抜基準 
思考力試験は，設題の内容を読み取れているかを基

準とした．独自性，合理性の高い推論をしていると認

められた場合は高得点，無回答や内容を誤読している

場合を低得点とした． 
実験工作力試験は，設計，改良に対して意見を持っ
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ているか，他の受験者とコミュニケーションが取れて

いるかを基準として，各 4 段階で活性度を評価した． 
情報整理能力試験は，実施した内容を具体的に記述

できているかどうかを基準とした．具体的な記述，お

よび新たなアイディアの提示を高得点，曖昧な記述を

低得点とした． 
 
 実行委員およびメンターによる行動観察等を行い

ルーブリックで評価を行った．すでに報告しているよ

うに令和 2年度からは応募者の急増，新型コロナウイ

ルス感染症の拡大により実験工作力試験などのパフ

ォーマンス試験の実施が困難となったため，課題解決

型の筆記試験を実施した． 
 
令和 2～4年度以降は下記の内容で実施した． 

○選抜体制 
評価WGが中心となり選抜問題を作成し，実行委員

会においてその内容を審議・決定した．採点は，実行

委員で行い，実行委員会において審議し，合格者を決

定した． 
○選抜方法 
筆記試験内容として，発達段階を問わず，読解力や

科学的な思考力などを測定する選抜試験の検討を行

った．ただ，令和2年度は新規の試験問題の作成時間

が確保できないため，今年度の選抜試験 1 は，OECD
（ Organisation for Economic Co-operation and 
Development：経済協力開発機構） PISA（Programme for 
International Student Assessment：生徒の学習到達度調査）

2018 年の読解力問題と大学入試センターが実施した

平成 29 年度試行問題の生物の問題を活用して作成し

た．令和 3年度は評価WGによって独自の試験問題を

作成した． 
選抜試験 2 は令和 2 年度は 2020 年 7 月 1 日より実

施されているレジ袋有料化を取り上げながら，プラス

チックと環境問題について基礎情報を提示し，その問

題解決の方法を提案する問題を作成した．令和 3年度

は，生物模倣を取り上げ，企画書を作る内容とした．

本事業が想定する科学者に必要な 4 つの能力，「なぜ

を問う力」「考える力」「表現する力」「協働する力」を

観点として設定し，そのまま採点の観点とした． 
○選抜基準 
本事業が想定する科学者に必要な 4 つの能力，「な

ぜを問う力」「考える力」「表現する力」「協働する力」

を評価する選抜試験問題の評点で上位 40 名程度を選

抜した． 
 
令和 4年度はさらに活動実績評価を取り入れた．表

1 に示す基準で加点した．なお，検定等は全国レベル

を 1級，県レベルを 2級，市レベルを3級，学校・団

体レベルを 4級とし，他の分野の点数は同様の基準と

した．理科系，数学系，文系，美術系，体育系でそれ

ぞれ上限 15点で，最大 50点の加点とした． 
表 1 加点の基準 

 
 加点の最大は 47 点で，その受検者は様々な検定を

受検し，美術，自由研究，陸上などで入賞していた． 
 令和4年の選抜試験については巻末資料として添付

する． 

 

Ⅳ．考察 

 令和2年度より受験者の急増と新型コロナウイルス

感染症の拡大によってペーパーテストのみの試験と

した．選抜試験の作成は労力が必要であり，行動観察

は受験者がある程度少人数で，評価者も見る力が必要

である．応募者が多く，20％程度の合格者になること

から本事業で作成したようなある意味尖った選抜試

験による評価も可能である．令和4年度からは，思考

力だけでなく，様々なことに取り組んでいる多様な人

材確保という観点から活動実績評価を導入した．令和

4 年度の参加者の参加状況をみていると導入意図と合

致して多才でユニークな参加者も増えたように感じ

ている． 

 

Ⅴ.おわりに 

今回は選抜試験について報告を行った．これまで選

抜試験の内容の公開は少ない．選抜試験の情報共有に

より効率化や真正な評価へとつながることが期待で

きると考えている． 
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